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令和６年度 教育局施策体系 
 

 

 

 

【 】…第４次山形県総合発展計画実施計画の施策番号 

 

 
 

 (1)学校教育の充実【１－１】 

   ① 基礎学力と応用力を培い、向上させる教育の充実 

   ② 知徳体を育む教育の充実 

   ③ 社会の変化に対応して自立する力を伸ばす教育の充実 

   ④ 特別なニーズに対応した教育等の充実 

 

   (2)生涯を通じた多様な学びの機会の充実【１－２】 

    ⑤ 県民や地域に活力をもたらす多様な学びの促進 

 

    (3)若者の定着・回帰の促進【１－３】 

     ⑥ 子どもの頃からの地域への愛着や理解の醸成 

     ⑦ 県内大学等との連携による若者の県内進学の促進 

 

 
 

 (4) 大規模災害への対応など危機管理機能の充実強化【４－１】 

⑧ 自助・共助による地域防災力の向上 

 

 (5)暮らしの様々なリスクへの対応力の強化【４－２】 

⑨ 様々な犯罪の予防と消費者保護の推進 

 

 
 

 (6) 地域の豊かな自然と地球の環境を守る持続可能な地域づくり【５－３】 

⑩ 自然環境や文化資産の保全・活用・継承 
 

 

 

 

  

次代を担い地域を支える人材の育成・確保【１】 １ 

県民が安全・安心を実感し、総活躍できる社会づくり【４】 2 

 

未来に向けた発展基盤となる県土の整備・活用【５】 3 

 

Ⅰ 第４次山形県総合発展計画の推進 
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令和６年度 教育局 主要事業 

 

 
 

(1) 学校教育の充実【１－１】 

 
 

目標指標 

全国学力・学習状況調査で正答率が全国平均以上の科目数 

 

基準値 （令和元年度）：５科目中２科目  

直近値 （令和５年度）：５科目中１科目 

目標値 （令和６年度）：全科目 

 

施策の推進方向と主な取組み 

 

① 基礎学力と応用力を培い、向上させる教育の充実 

 

ＫＰＩ 

学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点の指導計画を作成している学校の割

合 

 基準値（令和元年度）： 小：85.4％、中：78.6％ 

 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

指標値 ― ※ 
小：93.0％ 

中：89.5％ 

小：96.5％ 

中：95.0％ 

小：100％ 

中：100％ 

小：100％ 

中：100％ 

実績値 ― ※ 
小：97.3％ 

中：81.5％ 

小：95.1％ 

中：86.3％ 

小：93.7％ 

中：78.7％ 
 

※ 令和２年４月の全国学力・学習状況調査が中止され、数値的把握が不可のため 

 

【令和６年度における課題と対応（前年度からの見直し・新たな取組みの内容）】 

＜ＰＤＣＡサイクルに基づく学習の指導プログラムの導入・展開＞ 

（課題） 

・児童生徒の学力向上に向けて、学校における組織的・継続的な授業改善のＰＤＣＡサイクル

の確立が必要 

・個別最適な学び、協働的な学びの一体的な充実（ＩＣＴの活用）が必要 

（対応） 

・各小中学校における指導の工夫・改善に向けた取組みの計画・実施・評価について、指導・

支援する取組みの充実 

  ⇒全国学力・学習状況調査結果によるアクションプランの検証、指導改善 

   全市町村教育委員会へのヒアリング・支援、好事例の発信・共有 

   全県学力向上オンラインミーティング等の開催 

・学力上位県への教員長期派遣により新たな視点での授業改善を学び、県内に発信・普及 

・教員及び児童生徒が共にＩＣＴ活用を意識できるよう「情報活用能力 学習目標リスト（例）」

を周知し、効果的な活用を促すとともに、学校への指導・助言で活用 

 

＜小学校英語の教科化など新たな教育課程に対応した授業環境の整備＞ 

（課題） 

Ⅰ 第４次山形県総合発展計画の推進 

次代を担い地域を支える人材の育成・確保【１】 １ 



3 

 

・グローバル化に対応するためには、英語を用いたコミュニケーション能力の育成に向け、小

中校の教員が連携し、英語教育を更に充実させることが必要 

（対応） 

・県内英語担当教員全体の指導力向上 

⇒小中学校における英語教育実践リーダーの育成、ＩＣＴを活用した指導実践内容や成果等

の発信・普及 

 

＜探究型学習の促進とその評価検証の推進＞  

（課題） 

・自ら課題を設定し、主体的・協働的に解決に取り組むといった、児童生徒が今後の社会で必

要となる資質・能力の育成が必要 

（対応） 

・探究科（普通科探究コース）において、新学習指導要領の観点を踏まえた指導・評価モデル

を充実・改善させ、各校へ普及することより、探究型学習を一層推進 

・「県探究型学習課題研究発表会」については、発表内容の充実を図るとともに、発表校、発表

テーマの増加を検討   

 

【令和６年度関連事務事業】                        （単位：千円） 

事業名 予算額 

（前年度） 

区分※ 事業概要 関連する

SDGsの 

ゴール 

確かな学力の育

成 

 

14,782 

（25,365） 

 

新規 

見直し 

継続 

◇小中高を通した確かな学力の育成 

＜小・中学校＞ 

・個別最適な学び・協働的な学びの推進 

・外部有識者等による学力向上推進会議

と教科部会（算数・数学、英語）の開催 

・学力向上に資するための学力上位県へ

の教員の派遣【新規】 

＜高等学校＞ 

・進学指導重点校による難関大学及び県

内大学進学対策の促進 

４ 

グローバル化に

対応する英語教

育の推進 

 

22,180 

(25,854) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇実践的な英語教育の推進 

＜小・中学校＞ 

・英語教育実践リーダーの育成 

・ＩＣＴを活用した指導ノウハウ等の発

信と共有 

＜高等学校＞ 

・中学校と高等学校の英語教員による相

互授業観覧の実施 

・英語教員対象の英語指導力向上セミナ

ーの開催 

・英語によるディベート力の育成を図る

教員の指導方法研修や生徒対象の合宿・

大会の実施 

４ 

探究型学習によ

る深い学びを通

した人材育成 

5,081 

(5,080) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇探究型学習による深い学びを通した次

代をリードする人材の育成 

・探究科・普通科探究コースの運営支援 

 探究科：山形東、米沢興譲館、酒田東 

普通科探究コース：寒河江、新庄北、長

４ 
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井 

・探究型学習の課題研究発表会の開催 

・各教科等の探究型学習の評価モデルの

普及 

計 42,043 

(56,299) 

  
 

 
 

② 知徳体を育む教育の充実 

 

ＫＰＩ 

自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合 

 基準値（令和元年度）： 小 6：83.5％、中 3：77.8％ 

 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

指標値 ― ※１ 
小 6：84.5％ 

中 3:80.0％ 

小 6：85.0％ 

中 3:81.0％ 

小 6：85.5％ 

中 3:82.0％ 

小 6：86.0％ 

中 3:83.0％ 

実績値 ― ※１ 
小 6：79.4％ 

中 3:79.4％ 

小 6：80.1％ 

中 3:80.1％ 

小 6：84.1％ 

中 3:81.9％ 
 

子どものスポーツ実施率（１日 60分以上）（小学５年生） 

 基準値（令和元年度）： 40.1％ 

 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

指標値 ― ※２ 50％ 60％ 60％ 60％ 

実績値 ― ※２ 39.2％ 41.1％ 39.4％  

※１ 令和２年４月の全国学力・学習状況調査が中止され、数値的把握が不可のため 

※２ 令和２年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査が中止され、数値的把握が不可のため 

 

【令和６年度における課題と対応（前年度からの見直し・新たな取組みの内容）】 

＜豊かな人間性や社会性の育成＞ 

（課題） 

・変化の激しい社会において、よりよい人生や社会の創り手となるために、主体的に判断し行

動する力や、多様性を尊重し他者と協働しながら新たな価値を生み出していく力及びそれら

の力の発揮の前提となる豊かな心や健やかな身体の育成が必要 

（対応） 

・文部科学省による小学校 35 人学級の導入や小学校中・高学年における教科担任制の導入等

を踏まえ、教育山形「さんさん」プランの効果検証、見直しに取り組みながら、教科担任マ

イスター制度の推進等により、引き続き教員の教科指導力及び児童生徒の学力の向上を促進 

 

＜思いやりの心と規範意識の育成＞ 

（課題） 

・道徳教育・人権教育の充実と共に、いじめ・不登校への対応及び未然防止等に向けた取り組

みの推進や教育相談体制の強化が必要 

・教師が児童生徒と向き合うことのできる教育環境の整備が必要 

（対応） 

・専門知識を持ったスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置拡充 

・１人１台端末等を活用し児童生徒の心の変化についてデータ分析する「心の健康観察」の全

市町村への導入推進 

・不登校の児童の学びの場を確保するため、校内教育支援センターを設置する小学校 25 校に
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学習指導員を配置し、別室登校児童を支援 

・不登校児童生徒の自立支援のための官・民の関係機関からなるネットワーク推進会議の仕組

みを活かした研修会の開催及び県内４地区における地区ネットワーク会議の開催による地

域の実情に応じた支援ネットワークの拡充 

・不登校児童生徒のための支援ハンドブックの周知、活用推進、支援ハンドブックの改訂 

・教職員の働き方改革の推進 

⇒小学校の大卒新採等教員の育成支援 

⇒教員の業務を支援する教員業務支援員（スクール・サポート・スタッフ）、校務補助員、

部活動指導員の配置 

⇒教頭マネジメント支援員の配置 

⇒スクールロイヤーの導入 

⇒中学校における休日の部活動の段階的な地域移行の推進 

 

＜健やかな身体の育成＞ 

（課題） 

・複雑化、困難化、多様化している子どもたちの健康課題に対する指導の充実 

（対応） 

・子どもの体力・運動能力向上に向けた体育の授業の改善・充実 

  ⇒体育の授業等へ外部指導者等の派遣 

  ⇒武道推進モデル校（４校）の指定 

・子どもを取り巻く生活環境の急激な変化に対応した学校における健康教育の充実 

  ⇒地域や関係機関と連携した学校への専門医の派遣 

 

【令和６年度関連事務事業】                        （単位：千円） 

事業名 予算額 

（前年度） 

区分 事業概要 関連する

SDGsの 

ゴール 

教育山形「さん

さん」プランの

推進 

（少人数学級編

制） 

492,861 

(548,517) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇教育山形「さんさん」プランの推進 

・全ての小・中学校での少人数学級編

制の実施 

・教科担任制、小中連携等を推進 

・教科担任マイスターの育成研修及び

学力上位県への視察【拡充】 

４ 

多様な子どもの

読書活動推進事

業費 

475 

(475) 

新規 

見直し 

継続 

◇多様な子どもに対する読書活動の推

進 

・多様な子どもの読書活動を推進する

講座、研修会等の実施 

４ 

郷土愛・地域人

材育成事業費

（地域青少年ボ   

ランティア活動 

推進事業） 

494 

(494) 

新規 

見直し 

継続 

◇山形方式の地域青少年ボランティア活

動の推進 

・地域青少年ボランティア活動等の情報

発信・収集 

・地域青少年ボランティア推進会議の開

催 

４ 

「いのちの教

育」総合推進事

業費 

1,205 

(1,222) 

新規 

見直し 

継続 

◇発達段階に応じた生命の大切さを学

ぶ教育プログラムの実践 

・生命尊重を重点とした道徳教育や人

権尊重の精神に基づく人権教育の研

究指定校での実践・普及 

16 

子どもの健康づ 875 新規 ◇次世代に生命をつなぐことの大切さ ４ 
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くり連携事業費 

（生命をつなぐ

教育関係） 

(915) 見直し 

継続 

を学ぶ教育の推進 

・児童生徒が生命や薬物等に関する正

しい理解を深めるための学校への専

門医の派遣 

チーム学校によ

る相談体制の強

化 

253,971 

(183,661) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇チーム学校による児童生徒の問題行

動や家庭環境等に対する相談体制の

充実 

・専門知識をもったスクールカウンセ

ラー等の外部専門家の配置【拡充】 

・家庭環境等の問題に関して学校・家

庭・福祉機関等とのコーディネート

を行うスクールソーシャルワー  

カーの市町村及び県立高校への派遣 

・いじめ防止等の施策の検討を行うい

じめ問題対策連絡協議会、いじめ問

題審議会等の開催 

・いじめ解決支援チーム（４教育事務

所に設置）による学校の取組みへの

支援 

・部活動等におけるいじめ・体罰の根

絶に向けた研修の実施 

・いじめ・不登校防止連絡協議会の開

催によるいじめ･不登校に適切な対

応ができる体制づくりの推進 

・１人１台端末等を活用した「心の健

康観察」の導入推進《国 10/10》【新

規】 

・校内教育支援センターを設置した小

学校への学習指導員の配置【新規】 

・ＳＮＳ等を活用したいじめ等の相談

への対応 

・自立支援ネットワーク推進会議の開

催 

・不登校児童生徒を支援する関係機関

によるネットワーク化による支援

（県及び４地区） 

・不登校児童生徒の支援体制充実のた

めの支援団体向け研修会の実施 

・支援ハンドブックの改訂 

16 

教職員の働き方

改革の推進 

 

1,128,192 

(690,515) 

 

 

 

新規 

見直し 

継続 

◇ 教職員の働き方改革の推進 

・教員の業務等を支援するスクール・

サポート・スタッフ（教員業務支援

員）、校務補助員、部活動指導員を配

置【拡充】 

・教頭マネジメント支援員の配置【新

規】 

・スクールロイヤーの導入【新規】 

・中学校における休日の部活動の段階

的な地域移行の推進 

４ 



7 

 

・県立高校へのデジタル採点の活用 

◇小学校の大卒新採等教員の育成支援 

・新採教員を教科担任(兼)学級副担任

として配置 

・担任を受け持つ場合には、新採教員

をサポートする支援員を配置 

教職員健康管理

事業費 

118,328 

(117,200) 

新規 

見直し 

継続 

◇教員が持てる能力を十分に発揮でき

るよう心身両面からの健康管理対策

の充実 

・教職員の健康診断、人間ドック等の

実施 

・ストレスチェック制度の実施 

・管理監督者向けのメンタルヘルスセ

ミナーの実施 

４ 

学校・家庭・地

域の連携協働推

進事業費（家庭

教育関係） 

772 

(1,046) 

新規 

見直し 

継続 

◇社会全体による家庭教育に関する取

組みの推進 

・家庭教育を支援する関係者に対する

研修会の実施 

・家庭教育に関する市町村の取組みへ

の支援 

・生活習慣改善に関する指針の普及 

４ 

次代を担う子供

の元気アップ推

進事業費 

2,047 

(2,038) 

新規 

見直し 

継続 

◇体力・運動能力を向上させる取組み

の推進 

・小中学校の体育の授業への外部指導

者の派遣 

・武道指導推進モデル校を指定し体育

授業における武道指導の充実を推進 

３ 

子どもの健康づ

くり連携事業費 

＜一部再掲＞ 

1,455 

(1,488) 

新規 

見直し 

継続 

◇学校・家庭・地域の連携による学校

教育活動全体を通した健康教育の充

実 

・連絡協議会の設置 

・児童生徒が生命や薬物等に関する正

しい理解を深めるための学校への専

門医の派遣 

・がん教育にかかる推進校での授業の

実践や指導者対象の研修の実施 

４ 

いのち輝く食育

推進事業費 

 

391 

(502) 

新規 

見直し 

継続 

◇食生活習慣の改善や健全な心身の育

成を目指した食育の推進 

・小・中・高等学校での専門家による

講話や調理等の実習を含めた講演会

の実施 

３ 

計 2,001,066 

(1,548,073) 
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③ 社会の変化に対応して自立する力を伸ばす教育の充実 

 

ＫＰＩ 

児童生徒のＩＣＴ活用を指導することができる教員の割合 

 基準値（平成 30年度）： 72.8％ 

 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

指標値 73.0％ 73.5％ 74.0％ 74.5％ 75.0％ 

実績値 76.3％ 74.8％ 77.5％ 78.9％  

ＣＥＦＲ Ａ２レベル相当以上の英語力を取得または有すると思われる高校生の

割合  

 基準値（平成 30年度）： 43.2％ 

 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

指標値 50％ 50％ 50％ 50％ 50％ 

実績値 46.9％ ※1 46.9％ 48.5％ 55.1％  

地域課題の解決に向けた探究型学習に取り組む県立高校の割合  

 基準値（令和元年度）： 65.4％ 

 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

指標値 68％ 
70％ 

（90％） 

73％ 

（93％） 

76％ 

（96％） 

80％ 

（100％） 

実績値 88.5％ 98.1％ 92.3％ 94.2％  

※１ 令和２年度英語教育実施状況調査が中止となったため、県独自調査の結果による 

※２ 括弧書きは、第４次山形県総合発展計画実施計画に掲げた指標を上回る独自の指標 

 

【令和６年度における課題と対応（前年度からの見直し・新たな取組みの内容）】 

＜多様な自己実現やスタートアップに必要となる力の育成＞ 

（課題） 

・ＩｏＴ等の急速な技術革新の進行やグローバル化が進展する社会において、社会の変化に対

応して自立する力の育成が必要 

（対応） 

・これまで整備したＩＣＴ教育環境を活用した効率的・効果的な授業の実現 

 ⇒（小中）個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させるためのＩＣＴの効果的な活

用を推進 

  （高校）更なる教員の指導力向上のため研修機会（集合研修、オンライン研修、オンデマ

ンド研修）の充実  

・一人ひとりに応じた学びや探究型学習等に対応するための学習支援クラウドサービスの機能

充実等により県立高校のＤＸ化を促進 

・ＩＣＴを活用した学びの環境の充実化に向け、県立高校特別教室等に無線ＬＡＮ環境を整備 

・グローバル化に対応する実践的な英語教育の推進 

⇒小中学校における英語教育実践リーダーの育成、ＩＣＴを活用した指導ノウハウ等の発

信と共有 

 

＜特色ある学校づくりに向けた高校教育改革の推進＞ 

（課題） 

・少子化による学校の小規模化に対応し、地域住民や企業、大学、ＮＰＯ等多様な主体が連携
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して学校をはじめとした学びを支援する取組みが必要 

（対応） 

 ⇒県立学校の再編整備計画に基づく高等学校の校舎等の整備の推進 

⇒県立高等学校における小規模校の入学者確保・魅力向上等のための協議会と連携した取組

み等の推進  

⇒県内企業や市町村等との連携、地元産業界との連携強化に向けた産学連携コーディネータ

ーの派遣、AI・IoT 等の次世代分野等のスペシャリストによる講義・実習の実施、多様で

効果的な広報展開など、産業系高校や小規模校等の特色化・魅力化に向けた取組みの更な

る推進 

⇒県外からの志願者受入れによる各学校の活性化に向け、入学希望者向け学校見学バスツア

ーの実施や関係機関と連携した情報発信等、受入れ拡大に係る取組みを推進 

 ⇒県立高等学校における学校運営協議会の更なる導入に向け、教職員を対象にコミュニテ

ィ・スクール研修会や導入校の情報共有を実施し、機運を醸成 

 

 

＜子どもの育成を支え合う地域づくり＞ 

（課題） 

・予測困難な現代社会においては、子どもたちや学校、地域が抱える様々な課題に対し、学校・

家庭・地域が連携・協働し、社会全体で学校や子どもたちの成長を支えることが必要 

（対応） 

⇒「地域とともにある学校づくり」に有効なコミュニティ・スクールと「学校を核とした地

域づくり」に有効な地域学校協働活動を一体的に実施するとともに、学校と地域のつなぎ

役である地域学校協働活動推進員の資質向上と人材発掘・育成に取り組む 

⇒県立高等学校における学校運営協議会の更なる導入に向け、教職員を対象にコミュニテ

ィ・スクール研修会や導入校の情報共有を実施し、機運を醸成（再掲） 

 

【令和６年度関連事務事業】                        （単位：千円） 

事業名 予算額 

（前年度） 

区分 事業概要 関連する

SDGsの 

ゴール 

県立学校ＩＣ

Ｔ環境整備促

進事業費 

149,461 

(86,085) 

 

 

新規 

見直し 

継続 

◇授業ノウハウとデジタル機器の利点を

組み合わせた効率的・効果的な授業の実

現 

・教員のＩＣＴ活用指導力の向上 

・ＧＩＧＡスクール運営支援センターの運

営【拡充】 

・県立学校学習系無線ネットワークの運用 

・致道館中学校の生徒用端末の整備 

４ 

ＩＣＴを活用

した質の高い

教育推進事業

費 

676,667 

(501,108) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇県立学校におけるネットワーク環境の

運用管理 

・次期教育システム及び教育情報ネットワ

ークの基本設計【新規】 

・次期県立学校統合サーバ基本設計【新規】 

・県立高校の特別教室等への無線 LAN環境

の整備【新規】 

・県立高等学校ＤＸ化の促進【新規】 

・統合型校務支援システムの運用 

・特別支援学校における統合型校務支援シ

ステムの基本設計 

４ 
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グローバル化

に対応する英

語教育の推進 

（再掲） 

 

22,180 

(25,854) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇実践的な英語教育の推進 

＜小・中学校＞ 

・英語教育実践リーダーの育成 

・ＩＣＴを活用した指導ノウハウ等の発信

と共有 

＜高等学校＞ 

・中学校と高等学校の英語教員による相互

授業観覧の実施 

・英語教員対象の英語指導力向上セミナー

の開催 

・英語によるディベート力の育成を図る教

員の指導方法研修や生徒対象の合宿・大

会の実施 

４ 

キャリア教育

推進事業費 

2,737 

(4,672) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇望ましい勤労観・職業観を身に付け地域

産業の発展に貢献する高校生を育成す

るキャリア教育の推進 

・インターンシップ（短期）の実施 

・各分野のスペシャリストによる講演等の

実施 

・普通科高等学校でのキャリア教育の実施 

４ 

県立高等学校

産振設備整備

費 

110,579 

(27,968) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇産業教育振興（産振）設備の整備の充実 

・将来の地域産業を担う人材の育成に必要

な産振設備の計画的な更新（※一部２月

補正） 

４ 

県立高等学校

校舎整備等事

業費 

1,362,151 

(6,187,871)  

新規 

見直し 

継続 

◇ 高等学校の校舎等の整備の推進 

・米沢鶴城高等学校整備 

・致道館中学校・高等学校整備 

・寒河江工業高等学校整備 

・新庄新高校（仮称）整備【新規】 

・旧酒田工業高等学校校舎解体 

４ 

県立高等学校

将来構想推進

事業費 

3,249 

(3,904) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇時代に即した県立高等学校の再編整備

等の推進  

・県立高等学校再編整備基本計画の周知 

・東南置賜、最上地区の再編整備 

・小規模校におけるキャンパス制等の実施 

・小規模校入学者確保 

４ 

魅力ある県立

高校づくり推

進事業費 

33,198 

(33,747) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇県立高校の特色化・魅力化の推進 

・今後の効果的な取組みに向けた調査の実

施 

・産業界・市町村等との支援基盤による共

同研究や長期インターンシップの実施、

産学連携コーディネーターの派遣【新

規】、AI・IoT等の次世代分野研修等の実

施【新規】 

・地元の中学校との連携強化、ICT を活用

した遠隔授業の試行 

・県立高校パンフレットやポータルサイ

ト、中学生向け説明会の充実など多様な

手法による魅力発信 

４ 
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県立高校県外

生受入れ推進

事業費 

15,412 

（－） 

新規 

見直し 

継続 

◇県立高校への県外生受入れの推進 

・学校見学バスツアー、来県フォローアッ

プの実施 

・関係機関と連携した効果的な情報発信 

４  

探究型学習に

よる深い学び

を通した人材

育成（再掲） 

5,081 

(5,080) 

 

 

新規 

見直し 

継続 

◇探究型学習による深い学びを通した次

代をリードする人材の育成 

・探究科・普通科探究コースの運営支援 

 探究科：山形東、米沢興譲館、酒田東 

普通科探究コース：寒河江、新庄北、長

井 

・探究型学習の課題研究発表会の開催 

・各教科等の探究型学習の評価モデルの普

及 

４ 

科学探究人材

の育成 

14,035 

(6,773) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇生徒が主体的に課題を設定し探究活動

に取り組む学習の実践 

・スーパーサイエンスハイスクール校での

学習支援 

・地域や外部機関との連携を推進するため

のコーディネーターの配置【新規】 

・科学の甲子園山形県大会の実施 

４ 

高校生への修

学支援の充実 

2,138,065 

(2,227,065) 

新規 

見直し 

継続 

◇学びのセーフティネットの充実 

・授業料の負担軽減のための「就学支援金」

の給付 

・授業料以外の教育費の負担軽減のための

「奨学のための給付金」の給付（一部対

象者の給付額の増額）【拡充】 

・専攻科の生徒への支援金の給付 

・経済的な理由により修学が困難な生徒を

支援するための奨学金の貸付け 

１ 

学校・家庭・

地域の連携協

働推進事業費 

（一部再掲） 

95,770 

(95,656) 

新規 

見直し 

継続 

◇地域の教育活動等を一体的・総合的に支

援する仕組みづくりの推進 

・学校・家庭・地域の連携協働の方策の検

討、県推進協議会の開催 

・市町村が行う地域学校協働活動（学校支

援、放課後子ども教室、家庭教育等）へ

の支援 

・地域学校協働活動推進員の養成 

・家庭教育を支援する関係者に対する研修

会の実施 

・生活習慣改善に関する指針の普及 

４ 

学校運営協議

会設置推進事

業費 

1,868 

(1,879) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇学校運営協議会（コミュニティスクー

ル）の導入の推進 

・県立高校にかかる学校運営協議会の運営

及び学校向け研修会の実施 

４ 
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次期教育振興

計画等の策定 
1,910 

(1,650) 

新規 

見直し 

継続 

◇第７次教育振興計画の策定 

・近年の教育をめぐる状況や政府の第４期

教育振興基本計画等を踏まえた第７次

山形県教育振興計画の策定 

◇次期県立高校再編整備基本計画の策定 

・将来を展望した県立高校の在り方の検討

及び次期再編整備基本計画の策定 

４ 

計 4,632,363 

(9,209,312) 

   

 

④ 特別なニーズに対応した教育等の充実 

 

ＫＰＩ 

障がいのある幼児・児童生徒に対する「個別の指導計画」の作成率 

 基準値（令和元年度）： 通級：74.0％、通常：93.4％ 

 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

指標値 
通級：100％ 

通常：96％ 

通級：100％ 

通常：97％ 

通級：100％ 

通常：98％ 

通級：100％ 

通常：99％ 

通級：100％ 

通常：100％ 

実績値 
通級：91.9％ 

通常：93.7％ 
通級：92.6％ 

通常：94.7％※ 
通級：99.3％ 

通常：94.0％ 
通級：  ％ 

通常：  ％  

 ※ 令和３年度実績値の通常については、高等学校未実施のため小・中学校の値 

 ※ 令和５年度実績値については、文部科学省からの発表後記入する。 

 

【令和６年度における課題と対応（前年度からの見直し・新たな取組みの内容）】 

＜特別支援教育の充実＞ 

（課題） 

・特別な支援が必要な子どもが増加傾向にある中、特別支援教育の理念に基づくインクルーシ

ブ教育システム構築の推進や共生社会の形成に向けた考え方に基づく、一人ひとりの教育的

ニーズに応じた、幼児期から高等学校卒業までの切れ目ない支援の充実、さらには高校卒業

後の就職を見据えた進路指導・就労支援の充実が必要 

（対応） 

・切れ目ない支援体制の一層の充実に向け、小中高等学校における校内体制の構築と関係機関

との連携を強化するとともに、通級による指導の拡充など連続性のある多様な学びの場の充

実に向けた取組み、特別支援教育の専門性向上のための研修会（小中高、特支学校）を開催

し、障がいのある子どもたちの自立と社会参加の実現を図る。 

  【小中学校・高等学校】 

  ・校長のリーダーシップ、校内支援コーディネーターを中核とした特別支援教育の推進 

  ・特別支援教育力の向上（校内研修の推進、研修資料・合理的配慮の好事例の紹介など） 

 【特別支援学校】 

  ・地域資源の積極的な活用 

  ・専門性の向上（ＩＣＴ活用能力育成、作業療法士の派遣など） 

・特別支援学校の校舎等整備計画に基づく校舎等の整備 

 

＜学習や社会生活に困難を有する者への支援の充実＞  

（課題） 

・全ての生徒が十分な教育環境を整えることができるよう学習や社会生活における困難を有す

る生徒等への支援が必要 

（対応）  
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・授業料以外の教育費の負担軽減のための「奨学のための給付金」の一部対象者の給付額の増

額 

 

 

【令和６年度関連事務事業】                        （単位：千円） 

事業名 予算額 

（前年度） 

区分 事業概要 関連する

SDGsの 

ゴール 

共生社会の

形成に向け

た理解推進

事業費 

312 

(583) 

新規 

見直し 

継続 

◇地域の中で障がいのある人とない人も共に生

きる社会を目指す交流活動等の推進 

・芸術・文化活動を通した地域交流や居住地校交

流の開催 

10 

高等学校に

おける特別

支援教育の

推進 

42,611 

(28,524) 

新規 

見直し 

継続 

◇高等学校における特別支援教育の推進 

・高等学校における発達障がい等の特別な教育

的支援を要する生徒のための特別支援教育支

援員の配置 

４ 

就労希望者

に対する就

労支援の充

実 

29,866 

(25,147) 

新規 

見直し 

継続 

◇就労希望者一人ひとりに応じた就労先の確保 

・特別支援学校への就労支援コーディネーター

の配置 

・実習・就労先の開拓のための事業所訪問の実施 

４ 

医療的ケア

が必要な幼

児児童生徒

への支援 

 

123,490 

(93,112) 

新規 

見直し 

継続 

◇医療的ケアが必要な幼児児童生徒への支援 

・適切な医療的ケアの実施に向けた看護師の配

置と研修会等の実施 

・校外学習への看護師の同行と後補充看護師の

配置 

・医療的ケア指導看護師の配置【新規】 

４ 

特別支援教

育にかかる

相談・支援

体制の充実 

12,319 

(8,187) 

新規 

見直し 

継続 

◇特別支援教育の理解促進、相談・支援体制の充

実及び専門性の向上 

・特別支援学校の専門性のある教員等による小

中学校等への巡回相談の実施 

・障がいのある子ども・保護者に対する幼児早期

教育・発達相談の実施 

・教育支援担当者の専門性向上のための就学担

当者等連絡協議会等の開催 

・就学判断困難事例の判断等のための県障がい

児教育支援委員会の開催 

・上山高等養護学校・山形盲学校の改築準備 

・特別支援学校でのスクールカウンセラーの活

用 

４ 

切れ目ない

支援体制整

備充実事業

費 

3,151 

(3,112) 

新規 

見直し 

継続 

◇幼児期から高等学校卒業までの切れ目ない特

別支援教育の充実 

・切れ目ない支援を推進するための関係機関に

よる連絡協議会等の開催 

・児童生徒の支援に係る外部専門家（作業療法

士）による教員への指導・助言 

・特別支援教育での専門性向上のための教員研

修等の実施 

４ 

県立学校Ｉ

ＣＴ環境整

149,461 

 (86,085) 

新規 

見直し 

◇授業ノウハウとデジタル機器の利点を組み合

わせた効率的・効果的な授業の実現 
４ 
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備促進事業

費（再掲） 

 

 

継続 ・教員のＩＣＴ活用指導力の向上 

・ＧＩＧＡスクール運営支援センターの運営【拡

充】 

・県立学校学習系無線ネットワークの運用 

・致道館中学校の生徒用端末の整備 

ＩＣＴを活

用した質の

高い教育推

進事業費 

（再掲） 

676,667 

 (501,108) 

 

 

新規 

見直し 

継続 

◇県立学校におけるネットワーク環境の運用管

理 

・次期教育システム及び教育情報ネットワーク

の基本設計【新規】 

・次期県立学校統合サーバ基本設計【新規】 

・県立高校の特別教室等への無線 LAN 環境の整

備【新規】 

・県立高等学校ＤＸ化の促進【新規】 

・統合型校務支援システムの運用 

・特別支援学校における統合型校務支援システ

ムの基本設計 

４ 

県立特別支

援学校校舎

整備等事業

費 

209,250 

(431,530) 

新規 

見直し 

継続 

◇ 特別支援学校の校舎等の整備の推進 

・上山高等養護学校・山形盲学校改築 
４ 

高校生への

修学支援の

充実（再

掲） 

2,138,065 

(2,227,065) 

新規 

見直し 

継続 

◇学びのセーフティネットの充実 

・授業料の負担軽減のための「就学支援金」の給

付 

・授業料以外の教育費の負担軽減のための「奨学

のための給付金」の給付（一部対象者の給付額

の増額）【拡充】 

・専攻科の生徒への支援金の給付 

・経済的な理由により修学が困難な生徒を支援

するための奨学金の貸付け 

１ 

計 3,385,192 

(3,404,453) 
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(2) 生涯を通じた多様な学びの機会の充実【１－２】 

 
 

取組みの成果 

 

⑤ 県民や地域に活力をもたらす多様な学びの促進 

 

【令和６年度における課題と対応（前年度からの見直し・新たな取組みの内容）】 

＜地域課題の解決等に向けた学びの促進＞ 

（課題） 

・一人ひとりの人生を豊かなものとし地域や社会全体の豊かさ、活力向上へつなげるためのや

文化芸術・スポーツに親しむ機会の充実が必要 

（対応） 

・次代の地域づくりを担う中核人材の育成 

・生涯学習施設の整備・活動の充実 

 

＜文化芸術・スポーツ等に触れる機会の充実＞ 

（課題） 

・一人ひとりの人生を豊かなものとし地域や社会全体の豊かさ、活力向上へつなげるための生

涯学習や文化芸術・スポーツに親しむ機会の充実が必要（再掲） 

（対応） 

・地域住民等と連携した県立図書館における魅力ある企画展示・イベント等の充実 

 

【令和６年度関連事務事業】                        （単位：千円） 

事業名 予算額 

（前年度） 

区分 事業概要 関連する

SDGsの 

ゴール 

郷土愛・地域

人材育成事業

費（地域人材

育成関係） 

507 

(882) 

新規 

見直し 

継続 

◇次代の地域づくりを担うリーダーの育

成 

・地域で活躍する青年等と高校生等によ

る地域活動の企画研修会を通した中核

的人材の育成 

・地域づくりの知識習得やスキルアップ

に関する中学生向け講座の開催 

４ 

生涯学習環境

の整備・充実 

 

27,999 

(28,602) 

新規 

見直し 

継続 

◇生涯学習施設の整備・活動の充実 

・遊学館非常用自家発電設備改修等 

・飯豊・金峰（本館・分館）少年自然の家

ＡＥＤ更新 

４ 

県民が集い・

学ぶ県立図書

館活動整備事

業費 

1,775  

(1,876) 

新規 

見直し 

継続 

◇県立図書館における企画展示の実施、イ

ベント等の開催による賑わいの創出 
４ 

計 30,281 

 (31,360) 
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(3) 若者の定着・回帰の促進【１－３】 

 
 

取組みの成果 

 

⑥ 子どもの頃からの地域への愛着や理解の醸成 

 

ＫＰＩ 

地域や社会をよくするために何をすべきか考える児童生徒の割合 

 基準値（令和元年度）： 小 6：61.1％、中 3：48.7％ 

 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

指標値 ― ※ 
小 6：65％ 

中 3：52％ 

小 6：67％ 

中 3：53％ 

小 6：69％ 

中 3：54％ 

小 6：70％ 

中 3：55％ 

実績値 ― ※ 
小 6：57％ 

中 3：55％ 

小 6：55％ 

中 3：50％ 

小 6：81％ 

中 3：71％ 
 

※ 令和２年４月の全国学力・学習状況調査が中止され、数値的把握が不可のため 

 

【令和６年度における課題と対応（前年度からの見直し・新たな取組みの内容）】 

＜児童生徒が地元の大人と関わりながら地域の魅力等について学ぶ機会の充実＞ 

（課題） 

・地域の発展に貢献する人材の育成に向けた地域への理解の深化が必要 

（対応） 

・地域企業等と連携したインターンシップや地元で活躍する各分野のスペシャリスト等による

講演等の実施 

・高等学校と市町村や産業界等が協働し、地域の課題解決等を通した探究的な学びの推進 

・公民館等で「中学生が企画・実施する、小学生向けの地域のよさを体感できるプログラム」

の実施と事業プログラムの普及 

 

＜児童生徒や保護者に向けた山形暮らしのポジティブな情報・イメージの発信＞ 

（課題） 

・地域の発展に貢献する人材の育成に向けた地域への理解の深化が必要（再掲） 

（対応） 

・小中高生による地域のよさや魅力などの発信機会の充実や新聞を活用した教育活動への支援 

 

【令和６年度関連事務事業】                        （単位：千円） 

事業名 予算額 

（前年度） 

区分 事業概要 関連する 

SDGsの 

ゴール 

キャリア教

育推進事業

費（再掲） 

2,737 

(4,672) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇望ましい勤労観・職業観を身に付け地域

産業の発展に貢献する高校生を育成す

るキャリア教育の推進 

・インターンシップ（短期）の実施 

・各分野のスペシャリストによる講演等の

実施 

・普通科高等学校でのキャリア教育の実施 

８ 

探究型学習

による深い

学びを通し

5,081 

(5,080) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇探究型学習による深い学びを通した次

代をリードする人材の育成 

・探究科・普通科探究コースの運営支援 

11 
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た人材育成

（再掲） 

 探究科：山形東、米沢興譲館、酒田東 

普通科探究コース：寒河江、新庄北、長

井 

・探究型学習の課題研究発表会の開催 

・各教科等の探究型学習の評価モデルの普

及 

郷土愛の醸

成 

14,018 

(13,868) 

新規 

見直し 

継続 

◇郷土を知り郷土を愛する心を育む教育

の推進 

・「郷土 Yamagataふるさと探究の広場」特

設ページにおいて小中学生が地域を素

材とする探究型学習の成果を発信 

・小中学校における新聞を活用した教育活

動への支援 

◇地域の良さを知り、体感しながら郷土愛

を育成 

・小学生の頃から手軽に郷土の魅力を知る

ことができるポータルサイトの運営 

・中学生が自ら企画・実施する、地域を体

感できるプログラムの普及 

11 

計 21,836 

(23,620) 

   

 
 

⑦ 県内大学等との連携による若者の県内進学の促進 

 

【令和６年度における課題と対応（前年度からの見直し・新たな取組みの内容）】 

＜中高生と大学等との学びの接続の充実＞ 

（課題） 

・大学進学者のうち、県外大学への進学は７割近くに上り多くの学生が大学卒業後、県外での

就職を選択する状況にあることから、県内大学への進学を引き続き促進することが必要 

（対応） 

・県内大学との連携による若者の県内進学の促進 

 ⇒進学指導重点校における大学との連携による模擬講義や探究型学習への助言等、県内へ

の進学指導の充実 

 

【令和６年度関連事務事業】                        （単位：千円） 

事業名 予算額 

（前年度） 

区分 事業概要 関連する

SDGsの 

ゴール 

確かな学力の育

成の一部（再

掲） 

14,782 

(25,365) 

 

新規 

見直し 

継続 

◇小中高を通した確かな学力の育成 

＜高等学校＞  

・進学指導重点校による難関大学及

び県内大学進学対策の促進 

11 

計 14,782 

(25,365) 
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(4) 大規模災害への対応など危機管理機能の充実強化【４－１】 

 
 

施策の推進方向と主な取組み 

 

⑧ 自助・共助による地域防災力の向上 

 

【令和６年度における課題と対応（前年度からの見直し・新たな取組みの内容）】 

＜防災意識の向上＞ 

（課題） 

・近年の災害が多発している状況の中、児童生徒が生涯にわたり、いつ、いかなる場所におい

ても、主体的に自身の安全を守るための行動ができる力の育成が必要 

（対応） 

・児童生徒が主体的に自身の安全を守る行動をするための危険予測・回避能力等の育成及び地

域の実情に応じた防災教育の推進 

⇒研修等の充実による安全教育に係る教職員の指導力向上 

・小中学生（生活保護世帯）の通学時の連絡手段確保のための携帯電話等の購入支援の実施 

 

【令和６年度関連事務事業】                        （単位：千円） 

事業名 予算額 

（前年度） 

区分 事業概要 関連する

SDGsの 

ゴール 

学校安全体制

の整備の推進 

 

5,233 

(5,396) 

 

 

 

新規 

見直し 

継続 

◇学校における安全管理の充実と組織活

動の体制整備 

・地域学校安全指導員による登下校時の

巡回指導や見守り隊への指導助言 

・災害時における児童生徒の危険回避能

力育成のための学校防災アドバイザー

の派遣 

・学校安全指導者研修会の実施 

11 

児童生徒安全

対策事業費 

6,625 

(－) 
 

新規 

見直し 

継続 

◇ 児童生徒の通学時の安全対策等に係る

支援 

・酷暑時等における通学の安全対策及び緊

急時の連絡手段確保への支援を行う市町

村に対する補助 

11 

計 11,858 

(5,396) 

 
 

 

 
  

県民が安全・安心を実感し、総活躍できる社会づくり【４】 ２ 
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(5) 暮らしの様々なリスクへの対応力の強化【４－２】 

 
 

施策の推進方向と主な取組み 

 

⑨ 様々な犯罪の予防と消費者保護の推進 

 

【令和６年度における課題と対応（前年度からの見直し・新たな取組みの内容）】 

＜地域における防犯対策の促進＞ 

（課題） 

・犯罪に巻き込まれる等の危険から児童生徒を守るために、関係機関、学校・家庭・地域が連

携した対応の充実が必要 

（対応） 

・子どもの見守りを強化するための学校・家庭・地域が連携した学校安全体制の充実 

 ⇒連絡協議会の開催を通して、子どもの見守り組織のリーダーとしての地域学校安全指導員

の資質向上を図り、地域の見守り組織体制を強化 

 

【令和６年度関連事務事業】                        （単位：千円） 

事業名 予算額 

（前年度） 

区分 事業概要 関連する

SDGsの 

ゴール 

学校安全体制の

整備の推進（再

掲） 

 

5,233 

(5,396) 

 

 

 

新規 

見直し 

継続 

◇学校における安全管理の充実と組織

活動の体制整備 

・地域学校安全指導員による登下校時

の巡回指導や見守り隊への指導助言 

・災害時における児童生徒の危険回避

能力育成のための学校防災アドバイ

ザーの派遣 

・学校安全指導者研修会の実施 

11 

計 5,233 

(5,396) 
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(6) 地域の豊かな自然と地球の環境を守る持続可能な地域づくり【５－３】 

 
 

施策の推進方向と主な取組み 

 

⑩ 自然環境や文化資産の保全・活用・継承 

 

【令和６年度における課題と対応（前年度からの見直し・新たな取組みの内容）】 

＜文化資産の活用・継承＞ 

（課題） 

・過疎化、少子高齢化等による地域の伝統文化へ児童生徒が関わる機会の減少 

 

（対応） 

・地域の貴重な資源である伝統文化の保存・継承 

 ⇒地域に伝わる文化や伝統芸能を保存・伝承する活動を映像記録として公開している「ふる

さと塾アーカイブス」の内容充実の促進 

 

【令和６年度関連事務事業】                        （単位：千円） 

事業名 予算額 

（前年度） 

区分 事業概要 関連する

SDGsの 

ゴール 

伝統芸能育成

事業費 

 

 

1,901 

(2,119) 

新規 

見直し 

継続 

◇地域の貴重な資源である伝統文化の

保存・継承 

・ふるさと塾の活動を記録したアーカイ

ブスの運用 

・指導者の資質向上を図る研修会等の実

施 

４ 

計 1,901 

(2,119) 

 
 

 

 
 

 

 

未来に向けた発展基盤となる県土の整備・活用【５】 ３ 


